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図2-1 険撚・発熱速度及び反応温度曲線






































































































MMA=O.2[g/ml-wlKPS=1.25[g!L-wl 80S=1 WL -w] 
50"C 450rpm 
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図3-2MMA!乳化E舎の乳化剤混血の・5
(MMA=O.2Wcc-w]、KPS=1.2Sr，〆同'T
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図4-3VAc乳化量合における開始剤量産の'障害
(VAc=O.2[g!ml吋、 SDS;2[g!1吋)
合計を VAcモノマ一反応熱(21.3kcal/moDで除して無次元化し重合率曲線も同時に記載した。図より開始
剤投入時の開始時間より発熱反応が始まる時間にバラツキが生じてしまった。この誘導期が生じる原因はモ
ノマー蒸留の不完全さによるものか検討中である。また開始剤濃度を変化させた図が図4-3で開始剤濃度
が小さいほど誘導期が長く、大きいほど誘導期が短く短時間で反応が終了していることが分かる。
結果
改良型反応熱量計を使用して3種のモノマーについて研修を行い各モノマーの特徴ある発熱挙動をつか
むことが出来た。MMAモノマーでは予想を超える発熱があり VAcモノマーについては誘導期があって完全
なデーターとしては得ることが出来なかったが今後の乳化重合実験を行う上で参考になると思う。またモノマ
一反応熱を今回は文献値を使用して計算を行し、結果を出すことが出来た。しかしこの装置の良いところはモ
ノマ一反応熱未知のモノマーでも反応熱を推算することが出来ると考えられる。
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